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と評価の問題である。知的障害のある児童生徒の特徴
や学習上の特性として、学習で得た知識や技能は断片
的になりやすく実際の生活の場で応用されにくい。そ
のために、教科担当者は各教科で扱っている内容や評
価について担任に伝えたり、逆に担任がHR活動等で
扱っている各教科に関係する内容や評価について教科
担当者に伝えたりする必要がある。
⑵ 知的障害特別支援学校で教科指導を行う目的
学習内容について一番多く取り上げられた課題は、
「学習内容の重複」であった。それを防ぐために学習
内容表を作成している学校があった。学校では、この
ような学習内容表を作成することで学習内容の重複を
避けたいと考えられている。学習内容が重複する理由
としては、「学習内容選定が担当者に委ねられている」
という意見があった。そのため、評価についても学習
内容選定の担当者に委ねられることが多くなり、評価
基準が曖昧になることが課題として挙げられていた。
そういったことを避けるためにも学習内容表を作成し
たいという意見が多かった。
学習内容を選定する際や授業を行う際には、学習指
導要領、文部科学省著作教科用図書(星本)、小学校・
中学校の教科書を参考にしている。各教科の目標とし
ては、「実生活に役立つ」、「日常生活への般化」等が多
く取り上げられており、教科指導の場だけではなく、
他の場面で活用ができるように考えられている。教科
指導を行う上では、小学部は基礎、基本的な内容を大
切にし、学習したことを日常生活に使えるか(お金をき
ちんと支払うことができるか、時計をきちんと読むこ
とができるか、文字の読み書きがきちんとできるか等)
ということに重点を置いている。高等部になると、社
会生活に生かせるかどうか(1000円を払っておつりを
もらう、電卓を使って計算する等)ということに重点が
置かれている。
学習内容の重複を避けることは大切であり、そのた
めに学習内容表を作成すれば学習内容の選定も担当者
のみに委ねられにくくなり、系統性も持たせやすいと
いう利点がある。しかし、何のために教科指導を行う
のかといった教科教育の根本的な目的も忘れてはなら
ないであろう。菅野(2015)は教科学習とは、人類が長
い歴史の中で創造し、継承し、発展させてきた科学や
芸術、徳性、心情、態度などの文化を系統的に学習す
るものであるとしている。江田(2002)は、学ぶことの
楽しさを教え、豊かな教養を育てる目的を忘れてはな
らないとし、そのことが知的障害者にも人間文化の継
承を認めることであり、また、彼らを社会に適応させ
るだけでなく、社会を変えていける人材に育てること
につながると述べている。このことからも、各教科の
授業は、単純に下学年の教科書を用いるような対応だ
けでは不十分であると考えられる。この点については、
学習内容表を作成する上でも十分に留意する必要があ
るだろう。
今まで、障害児教育では常に実学的な価値観が重ん
じられてきた。知的障害教育においては、彼らの「適
応」こそ重要であり、その延長にある生活を重視した
自立と社会参加とを目指すという考えに偏っていった
のではないだろうか(菅野，2015)。教育内容の精選に
当たっても、実生活に役立つこと、身近な問題である
こと、進路や職業に結びつくことなどが大切な要素と
されてきた。そのため、例えば、英語などの外国語は、
それを教えることが知的障害者の生活や進路にどれほ
ど役立つのかという疑問もあり、これまであまり積極
的に取り組まれてこなかった経緯がある。学習指導要
領の改訂もあり、知的障害者の学びの保障という観点
からも、今後、知的障害者の各教科の指導についてよ
り深く考えていく必要がある。知的障害教育の各教科
を通して育成を目指す資質・能力は、小学校等の各教
科等を通して育成を目指す資質・能力と基本的には同
じであることを踏まえるとともに、知的障害のある児
童生徒の学習上の特性や生活経験、社会等への考慮が
必要であることへの理解が大切である(『特別支援教育
研究』編集委員会，2017)。
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